
市
の
予
算
は
「
一
般
会
計
」「
特
別

会
計
」「
公
営
企
業
会
計
」の
３
種
類

に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
一
般
会
計

市
の
運
営
の
中
心
と

な
る
会
計

●
特
別
会
計

保
険
料
や
使
用
料
な

ど
、
そ
の
事
業
内
で
の
独
自
の
収
入

が
あ
る
も
の
に
係
る
会
計

●
公
営
企
業
会
計

自
治
体
が
公
共

の
利
益
を
目
的
と
し
て
経
営
す
る

「
企
業
」に
係
る
会
計

※
安
城
市
で
は
、
水
道
事
業
が
該
当
。
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市
の
財
政
の
収
支
状
況
「
平
成

年
度
決
算
状
況
」「
健

２０

全
化
判
断
比
率
」「
資
金
不
足
比
率
」「
平
成

年
度
上
半
期

２１

予
算
執
行
状
況
」
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

歳入（６２３億６２０７万円）
１３２億８４０９万円個人

市民税

韻市税

陰
自
主
財
源

５２億１０００万円法人
１８４億９４０９万円計
１６８億２７６６万円固定資産税
３６億００４０万円その他
３８９億２２１５万円計
３３億２９４６万円吋諸収入
３１億４１２４万円右繰越金
２７億６７０７万円宇繰入金
１０億６６０４万円烏使用料及び手数料
７億５１４０万円羽分担金及び負担金
９億９２４７万円その他の自主財源
４２億１５７８万円迂国庫支出金

隠
依
存
財
源

２７億３９４９万円雨県支出金
１７億９８５３万円卯地方消費税交付金
６億４３２０万円鵜市債
１９億９５２４万円その他の依存財源

★
用
語
解
説

陰
自
主
的
な
収
入

隠
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
た
り
、
割

り
当
て
ら
れ
た
り
す
る
収
入

韻
市
民
が
納
め
る
市
の
税
金

吋
ほ
か
の
ど
の
歳
入
科
目
に
も
含
ま

れ
な
い
収
入
を
ま
と
め
た
も
の

右
翌
年
度
へ
繰
り
越
す「
決
算
上
の

繰
越
金
」

宇
基
金
や
特
別
会
計
な
ど
一
般
会
計

以
外
か
ら
繰
り
入
れ
た
も
の

烏
行
政
財
産
や
公
の
施
設
の
使
用
・

利
用
の
対
価
と
し
て
、
そ
の
使
用

者
・
利
用
者
が
支
払
う
も
の（
市

営
住
宅
の
家
賃
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
の
使
用
料
な
ど
）

羽
市
が
行
う
特
定
の
事
業
の
財
源
と

し
て
、
そ
の
事
業
で
利
益
を
受
け

る
人
か
ら
徴
収
す
る
も
の（
保
育

園
の
保
育
料
な
ど
）

迂
雨
地
方
公
共
団
体
が
行
う
事
業
に

対
し
て
、
国
や
県
が
交
付
す
る
も
の

卯
市
民
が
納
め
た
消
費
税
の
一
部
を

財
源
と
し
て
、
県
が
交
付
す
る
も
の

鵜
一
時
的
に
多
額
の
費
用
が
か
か
る

事
業（
都
市
整
備
や
学
校
建
設
）を

実
施
す
る
た
め
に
、
市
が
国
や
金

融
機
関
な
ど
か
ら
長
期
に
わ
た
り

借
り
入
れ
す
る
も
の

■問
▼
財
政
課

（
緯〈

〉２
２
１
０
）

７１

赤ちゃん訪問事赤ちゃん訪問事業業
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歳出（５９７億５１３２万円）
１４９億５５６１万円土木費
１３６億２５００万円民生費
８５億１８７２万円教育費
７２億８６８８万円衛生費
７１億５４５４万円総務費
３３億８５６１万円公債費
１８億５４２９万円農林水産業費
１７億３２６２万円消防費
５億０７８２万円商工費
７億３０２３万円その他

特別会計
歳出歳入会計名（事業）

１２２億２１８６万円１２５億９１５１万円国民健康保険

２５０万円３１５万円土地取得

２億０４７２万円４億６５０５万円有料駐車場

４４億３４８３万円４４億３５５８万円下水道

８億６２３７万円８億６２３７万円老人保健

１１億８４６１万円２０億４３３２万円北部土地
区画
整理

８億４４０２万円８億４４０２万円作野

２４億１１０６万円２４億２６２７万円桜井駅周辺特定

４５６４万円４５６４万円農業集落排水

５８億７２１２万円６１億７２９８万円介護保険

１０億８９８０万円１１億１８２７万円後期高齢者医療

１９４５万円３０００万円定額給付金給付

７３万円３９６万円子育て応援特別手当給付

２９１億９３７１万円３１０億４２１２万円計

市民１人当たりの財政状況
７万３９８７円個人市民税
３３万２７８９円一般会計で使われたお金
１４万７３６４円貯金（一般会計積立基金現在高）
１３万２９１１円借金（一般会計市債現在高）

財政分析指標でみる安城市
財政力指数 １．５１（単年度）
財政力を示す指標。「１」を超えるほど財政力が強い。
経常収支比率 ６７．９％
財政構造の弾力性を示す指標。より低い方が望ましい。

７５％程度が標準とされている。
公債費比率 ４．０％
公債費の財政負担状況を示す指標。１０％を超えないこと
が望ましい。

市民１人当たりの歳出
８万３２９６円土木費
７万５８８５円民生費
４万７４４６円教育費
４万０５８５円衛生費
３万９８４８円総務費
１万８８５６円公債費
１万０３２８円農林水産業費
９６５０円消防費
２８２８円商工費
４０６７円その他

３月３１日現在の
人口１７万９５４７人
で算出

公営企業会計（水道事業）
支出収入区分

２７億７４５７万円３１億１３３７万円収益的収支

１８億９８８６万円５億３４９６万円資本的収支

収益的収支 ▼公営企業の経営活動により
発生する収入支出
資本的収支 ▼施設を建設・整備するため
の収入支出

都市計画税の使い道
都市計画税か
らの充当金額事業費事業名称

７７００万円２億３４７０万円公園整備事業
３億７７００万円２４億７６４５万円街路整備事業
１億８７６０万円１５億３０４２万円下水道事業
７億２７７０万円５４億２９４５万円市街地開発事業

８億１８９４万円２４億９００２万円公債費（都市計
画事業に係る）

２１億８８２４万円１２１億６１０４万円計
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「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
昨
年

度
か
ら
公
表
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

比
率
は
、
赤
字
の
額
や

借
入
金
の
額
な
ど
を
も

と
に
、
自
治
体
の
「
財

政
の
健
全
さ
」
を
数
値

と
し
て
表
し
た
も
の
で

す
。

健
全
化
判
断
比
率

一
般
会
計
を
中
心
と

し
て
、
次
の
四
つ
の
比

率
を
計
算
し
ま
す
。

①
実
質
赤
字
比
率

一
般
会
計
の
赤
字
の

割
合
を
示
す
指
標

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

す
べ
て
の
会
計
の
赤

字
の
割
合
を
示
す
指
標

③
実
質
公
債
費
比
率

一
般
会
計
が
負
担
す

る
借
入
金
の
返
済
額
な

ど
の
割
合
を
示
す
指
標

（
３
年
平
均
）

④
将
来
負
担
比
率

一
般
会
計
が
将
来
負

担
す
べ
き
借
入
金
の
残
高
な
ど
の
割

合
を
示
す
指
標

資
金
不
足
比
率

公
営
企
業
会
計
の
水
道
事
業
会
計

や
特
別
会
計
の
う
ち
下
水
道
事
業
・

農
業
集
落
排
水
事
業
・
区
画
整
理
事

業
に
つ
い
て
、
会
計
ご
と
に
比
率
を

計
算
し
ま
す
。

資
金
不
足
（
赤
字
）の
割
合
を
示
す

指
標
で
す
。

健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率健全化判断比率
安城市以外の県内３４市の状況財政再生基準早期健全化基準安城市指標
－ ３４市
赤字額が発生 なし２０％１１．３８％－

（△４．５２％）①実質赤字比率

－ ３４市
赤字額が発生 なし４０％１６．３８％－

（△１７．１１％）②連結実質赤字比率

５％未満 ８市
５％以上１０％未満 １９市
１０％以上 ７市

３５％２５％５．４％③実質公債費比率

－ ５市
５０％未満 ８市
５０％以上１００％未満 １９市
１００％以上 ７市

３５０％－
（△３２．１％）④将来負担比率

※それぞれの比率は、標準財政規模（全国統一ルールにより税収をベースに計算した安城市の標準的収入額）
に対する割合です。

※赤字がない比率については、算定されません。ただし、参考として（ ）内に黒字の比率を表記しました。

すべての指標で基準を大きく下回り、市全

体の財政状況は、極めて健全であると言えま

す。

しかし、昨年からの景気悪化の影響により、

財政を取り巻く状況は大変厳しいものがあり

ます。このことを十分認識し、今後も健全な

財政運営を維持できるように努めていきます。

い
ず
れ
も
、
計
算
し
た
比
率
が
少

な
い
ほ
ど
、
そ
の
自
治
体
の
財
政
は

健
全
な
状
態
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。

し
か
し
、
財
政
状
況
が
悪
化
し
、

比
率
が
法
律
で
定
め
ら
れ
た
基
準

（
早
期
健
全
化
基
準
・
財
政
再
生
基

準
・
経
営
健
全
化
基
準
）
を
超
え
る

と
、
財
政
破
た
ん
を
防
ぐ
た
め
、
改

善
に
向
け
た
取
り
組
み
が
義
務
付
け

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比資金不足比率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率率
経営健全化基準安城市会計名

２０％－

水道事業会計
下水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
安城北部土地区画整理事業特別会計
安城作野土地区画整理事業特別会計
安城桜井駅周辺特定
土地区画整理事業特別会計
※比率は、各会計の事業の収益に対する割合です。
※いずれの会計も資金不足がないため、数値は算定されません。
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歳入
収入率予算額款別

６２．１％３３４億８７００万円市税

０．０％４９億７４９０万円繰入金

２４．６％４０億１７９８万円国庫支出金

０．０％３２億９６５０万円市債

２０．１％２５億７７５８万円県支出金

１０２．８％２５億３８５０万円繰越金

３０．６％２４億０９１８万円諸収入

６２．３％１８億７０００万円地方消費税
交付金

５２．９％１０億２０５４万円使用料及び
手数料

５９．２％２７億２３６０万円その他

４９．２％５８９億１５７８万円計

歳出
支出率予算額款別

３８．４％１５２億０３７２万円民生費

３８．１％１０８億６５９８万円教育費

２４．０％１０５億１９７３万円土木費

３９．９％７５億３３９９万円総務費

２４．２％６６億７５９８万円衛生費

４９．７％３４億４０５９万円公債費

４２．０％１８億３６０２万円消防費

３４．８％１４億０３２７万円農林水産業費

６９．２％６億３０６４万円商工費

４７．０％３億８２８３万円議会費

６０．９％２億２１８６万円労働費

０．０％２億０１１７万円その他

３５．４％５８９億１５７８万円計

特別会計
支出済額収入済額予算額会計名（事業）
５５億１８６３万円４７億４２１８万円１３０億６９９８万円国民健康保険

０万円７３万円５００万円土地取得
６８３４万円３億７０９３万円２億６２９５万円有料駐車場

１７億２７７１万円５億７３８７万円４８億１４００万円下水道
８万円１７１万円１８０８万円老人保健

３億１８８２万円９億１０２８万円１６億４５２０万円北部土地
区画
整理 ８億２７６０万円３億４２５０万円２５億０５７４万円桜井駅周辺特定

１８６９万円６３１万円５２００万円農業集落排水
２５億４２１３万円２６億０８３０万円６３億３７００万円介護保険
２億４２８０万円４億８３２５万円１１億９６０７万円後期高齢者医療
２６億４６２０万円２６億７０５５万円２７億６２９５万円定額給付金給付

１億０９３２万円１億２５０７万円３億５７０７万円子育て応援
特別手当給付

１４０億２０３２万円１２８億３５６８万円３３０億２６０４万円計

公営企業会計（水道事業）
支出済額予算額区分
１４億９７４７万円３０億９５００万円収益的収入
８億４８０１万円２９億４２００万円収益的支出
１億０４６２万円５億１５００万円資本的収入
５億２９９７万円１９億３５００万円資本的支出

市債の現在高
２２３億８２６１万円一般会計
２６２億２１４１万円特別会計
２３億６０７８万円企業会計
５０９億６４８０万円計

市有財産
２４４万７８４７釈土地
５０万７９８７釈建物
４８万２１００釈山林
５４８７弱立木
３２７０万円有価証券

３０９億９２００万円基金

９
月

日
現
在
の
予
算
執
行
状
況

３０

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

９月３０日現在の人口
１７万９７５８人

９月３０日現在の世帯数
６万７１０３世帯

１人当たりの市税
１１万５６７５円

１世帯当たりの市税
３０万９８７６円


